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革新的技術
・本人由来の万能細胞
全ての臓器機能の再生可能

・生命倫理上の問題を回避
ヒト胚などを使用せず

細胞の分化状態を
リセットする
４種類の遺伝子を注入

あらゆる組織に分化可能
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昨年,マウスで、世界で初めて、人工多能性
幹細胞（iPS細胞：induced pluripotent stem cell ）
樹立に成功している。
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Cell, 2006 Aug 25;126(4):663-76 .

ヒトに応用して
世界で初めて成功
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あらゆる細胞に分化可能

あらゆる細胞に分化可能

○人クローン胚から樹立したＥＳ細胞（体細胞核移植ヒトＥＳ細胞）
から作成した細胞に対しては、免疫拒絶 反応が低いと考えられてい
ることから、再生医療への応用が期待されている。

○人クローン胚とは、未受精卵の核を取り除き、体細胞の核
を移植して発生させた胚。
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